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文献 [1]を参照)。平均的誤差は 20{30 m s 1である。この Vradに対して更に地球運動




jxj > 0:3R の観測点のみ用いた;図 1(a)）。
結果として得られた !sidereal vs.  関係を図 1(b)に示す。これを良く用いられる解析
式 !sidereal (deg day 1) = A + B sin2  + C sin4  でフィットさせるべく最小自乗法で係







(1) Takeda, Y., et al., 2002, PASJ, 54, 113.


















レームレートを 200/秒とする高速変調の設定である。下の図に実際に 2010年 11月 16日
10









(花岡 庸一郎 (国立天文台/京大連携併任) 記)
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